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(57) Abstract
A suspension device for excavating work vehicles and a method of controlling the same offer a comfort riding at the time of running’ 

high-sp^d running stability，excellent running performance on an unleveëd ground，and excellent operability. Thu¿ the device comprises a 
vehicl¿ speed sensor (23) for detecting a vehicle speed, and a controller (24)，which on the basis of a signai from the vehicle speed sensor 
(23) opens a communication valve (12)，when the vehicle speed is lower than a predetermine vaJue，to provide communication between a 
pair of front suspension cylinders (2, 3)，and closes the communication valve (12)，when the vehicle ¿pe d is a predetemiMd vaiue or 
iligher，to cut off communication between the pair of front suspension cylinders (2, 3).



دى ٦١ 要約

本発明は、掘削作業車両のサスペンション装置及びその制御方法であって、走 

行時の乗り心地が良く、高速走行安定性、不整地走破性及び作業性に優れる。こ 

のために装置は、車両の車速を検出する車速センサ（2 3）と、車速センサ（2

3）の信号に基づき、車速が所定値より小さいときには連通弁（1 2）を開とし 

て1対のフロントサスペンションシリング（2、3）間を連通し、車速が所定値 

以上のときには連通弁（1 2）を閉として1対のフロントサスペンションシリン 

ダ（2、3）間を遮断する制御器（2 4）とを備える。

参考情報٠リ^丁に基づいて公蘸される国番出顕のパンフレット第一頁に記裁されたドじ丁加٥国を同定するた٥に使用されろコー۴
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明細書

掘削作業車両のサスペンション装置及びその制御方法

技術分野

本発明は、掘削作業車両のサスペンション装置及びその制御方法に係り、特に 

、ホイール式ローグ等の掘削作業或いは不整地を低速で走行する車両のサスペン 

ション装置及びその制御方法に関する。

背景技術

従来、車両のサスペンション装置に連通弁を有するものとして、日本実開昭5 

7 — 1 0 9 0 0 7号及び日本特開平2 - 9 9 4 1 6号が提案されている。この提 

案はいずれも、図6に示すように、左右のサスペンションシリング6 1、6 2に 

アキュムレー夕63、64を夫々設け、アキュムレータ63、64の間を連通弁 

6 5で接続している。連通弁6 5は、日本実開昭5 7 - 1 0 9 0 0 7号によれば 

、不整地走行時には左右のサスペンションシリンダ61、62を互いに連通し、 

髙速走行時には左右のサスペンションシリンダ61、62を遮断して横剛性を高 

め安定した旋回を可能にしている〇

また、日本特開平2 - 9 9 4 1 6号によれば、連通弁6 5は、車体6 6が水平 

時には開かれ、一方、車体6 6が左右揺動時には閉じられる。即ち、車体6 6が 

水平時に連通弁65を開くと、サスペンションのバネ定数が小さくなり、乗り心 

地が向上する。尚、このまま放置すると、車体6 6がローリングし易くなり、車 

体66の安定性が悪くなる。そこで車体66が左右揺動時（即ち、ローリングし 

易い時）を見計らい、連通弁65を閉じ、これによりサスペンションのバネ定数 

を大きくし、ローリングを阻止したものである。

曰本実開昭5 7 - 1 0 9 0 0 7号によれば、不整地走行時及び高速走行時を行 

うダンプトラック等の運搬車両では、この効果は大きい。しかし、ホイール式ロ 



wo 98/05521 PCT/JP97/02633

2

一ダ等の車両を停止して掘削作業を行う建設車両においては、連通弁6 5を連通 

してサスペンションのバネ定数を小さくすると、掘削力が安定せず掘削作業がで 

きないという問題がある。また、車両を停止して掘削作業を行うとともに、不整 

地を低速で走行する車両では、車両停止時の掘削作業では連通弁6 5を遮断し、 

不整地の低速走行時では連通弁を連通にする切換を行わなくてはならない。この 

ような掘削作業及び不整地の低速走行をたびたび繰り返すホイール式ローダ等で 

は、操作性が悪くオペレータに苦渋作業を与えるみならず、作業性が悪くなるい 

う問題がある。

日本特開平2 - 9 9 4 1 6号公報によれば、車体が水平時に、高速走行時でも 

連通弁65が開いているため、急旋回するとローリングが大きくなるとともに、 

揺動が激しく危険である。また、掘削を行う建設車両においては、上記と同様に 

、左右のサスペンションシリング61、62が連通すると、ロ 一ダの場合には安 

定した充分な掘削力を出すことができない。また、連通を遮断すると、,不整地走 

行では、左右車輪のオシレート量（ストローク）が小さいという問題がある。

発明の開示

本発明は、かかる従来技術の問題点を解消するためになされたもので、走行時 

の乗り心地が良く、髙速走行安定性、不整地走破性及び作業性に優れる掘削作業 

車両のサスペンション装匯及びその制御方法を提供することを目的とする。

本発明に係る掘削作業車両のサスペンション装置の第1の構成は、左右1対の 

フロントサスペンションシリンダと、1対のフロントサスペンションシリングに 

接続される左右1対のアキュムレータと、フロントサスペンションシリングのポ 

トム室とヘッド室との間の連通路に夫々配設される遮断弁と、1対のフロントザ 

スペンションシリンダ間に配段される連通弁とを有する掘削作業車両のサスペン 

ション装置において、

車両の車速を検出する車速センサと、 

車速センサの信号に基づ^、車速が所定値より小さいときには連通弁を開として 
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1対のフロントサスペンションシリング間を連通し、車速が所定値以上のときに 

は連通弁を閉として1対のフロントサスペンションシリング間を遮断する制御器 

とを備えることを特徴としたいる。

かかる構成によれば、作業現場内や悪路などを所定値よりも遅い速度で走行す 

る場合、左右1対のフロントサスペンションシリング間に配設された連通弁を開 

とすることにより、フロントサスペンションのオシレート量を大きくする。これ 

により、悪路でのサスペンションの追従性を髙め、走破性が向上する。また、一 

般道路等で車速が所定値よりも速い速度で走行する場合、連通弁を閉とすること 

によりフロントサスペンションのオシレー卜量を小さくするとともに、ロール剛 

性が髙められるので、高速走行での走行安定性及び操縦性が向上する。

本発明に係る掘削作業車両のサスペンション装置の第2の構成は、 

車両の車速を検出する車速センサと、 

作業現場内を低速度で自走すること及び掘削して積載作業することの少なくとも 

いずれかを行う作業モードと、走行する走行モードとのいずれかを選択するモ٠ 

ド選択スイッチと、

モード選択スイッチが作業モードのときには連通弁を開として1対のフロントザ 

スペンションシリング間を連通し、モード選択スイッチが走行モードであるとと 

もに車速が所定値以上のときには連通弁を閉として1対のフロントサスペンショ 

ンシリング間を遮断する制御器とを備えることを特徴としている。

かかる構成によれば、制御器は、モード選択スイッチ及び車速センサの信号に 

基づき、サスペンションの特性を自動的に切り換える。具体的には、低速な不整 

地走行で左右のサスペンションのオシレート量が要求される場合には、左右のザ 

スペンションシリングの連通回路が開く。また、車速が所定値以上で走行する場 

合には、連通回路が閉じてサスペンションの剛性を増す。これらにより、常に、 

乗り心地、高速走行安定性、不整地走破性が良いものになるとともに、操作性が 

向上する。

また、車両の前後進及び変速機の変速段を選択する変速手段を備え、
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制御器は、変速手段からの信号が中立位置のときには、連通弁を閉として1対の 

フロントサスペンションシリング間を遮断し、中立位置以外の信号のときには、 

連通弁を開として1対のフロントサスペンションシリング間を連通してよい。か 

かる構成によれは、上記装置の第1又は第2構成と同様な作用·効果が得られる

٥

また、左右1対のリヤサスペンションシリンダと、 

1対のリヤサスペンションシリンダに接続される左右1対のアキュムレータと、 

リヤサスペンションシリングのボトム室とヘッド室との間の連通路にそれぞれ配 

設される遮断弁とを備え、

リヤサスペンションシリング用の遮断弁は、作業モード時又は車速が所定値以上 

のときには、ヘッド室とボトム室との間を夫々非連通として、車体左右のロール 

剛性を髙くする構成としてよい。

かかる構成によれば、低速な不整地走行で左右のフロントサスペンションのス 

トロークに大きく差が生じても、車体の後方のリヤサスペンションシリングによ 

り車体を維持するので、車体の左右の傾きが抑制される。これにより、車体の左 

右の傾きが少なくなるとともに、フロントサスペンションにより斜面の傾きを吸 

収できるので安定した走行が得られる。また、例えば、上部旋回体に作業機が付 

設されている作業車両では、旋回して剛性の髙いリヤサスペンションシリングで 

掘削作業を行うことにより、髙い掘削力を得ることができる。

また、車体の後部で、車体と後部アクスルとをリジッドに連結する剛体を備え 

てもよい。かかる構成によっても、上述のリヤサスペンションシリングを備える 

構成と同様な作用効果が得られる。

本発明に係る掘削作業車両のサスペンション装置の第3の構成は、作業現場内 

を低速度で自走すること及び掘削して積載作業することの少なくともいずれかを 

行う作業モードと、走行する走行モードとを備える掘削作業車両のサスペンショ 

ン装置において、 

左右1対のフロントサスペンションシリンダと、
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1対のフロントサスペンションシリングに接続される左右1対のアキュムレータ 

と、

1対のフロントサスペンションシリンダ間に配設される連通弁と、 

走行モード又は作業モードのいずれかを選択するモード選択スイッチと、 

車両の車速を検出する車速センサと、 

車両の前後進及び変速機の変速段を選択する変速手段と、 

選択された変速段を検出するシフトレバ٠位置センサと、 

モード選択スイッチが作業モードで、車速センサからの信号がほぼゼロ、又はシ 

フトレバー位置センサからの信号が中立位置のときは、連通弁؛閉とし١また 

モード選択スイッチが作業モード又は走行モードで、車速センサからの信号が所 

定値未満、又はシフトレバー位置センサからの信号が低速速度段のときは、連通 

弁を開とし、また

モード選択スイッチが走行モードで、車速センサからの信号が所定値以上、又は 

シフトレバー位置センサからの信号が高速速度段のときは、連通弁を閉とする制 

御器とを備えることを特徵としている。

かかる構成によれば、装置の第1の構成と同様な作用効果が得られる。更に、 

オペレータは、作業モード及び走行モードかのいずれかを選択できるので、操作 

がし易くなるとともに、操作時の確実性が向上する。

また、1対のフロントサスペンションシリングは夫々١遮断弁を有し、 

遮断弁は、

モード選択スイッチが作業モードで、車速センサからの信号がほぼゼロ、又はシ 

フトレバー位置センサからの信号が中立位置のときに、フロントサスペンション 

シリングのボトム室とヘッド室との間を遮断し、かっ

モード選択スイッチが走行モードで、車速センサからの信号が所定値以上、又は 

シフトレバー位置センサからの信号が中立位置以外のときに、ボトム室とヘッド 

室との間を連通してもよい。

かかる構成によれは、装置の第2の構成と同様な作用効果が得られる。
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本発明に係る掘削作業車両のサスペンション装置の制御方法の第1の構成は、 

作業現場内を低速度となる所定値未満の車速で自走すること及び掘削して積載作 

業することの少なくともいずれかを行うと共に、作業現場間を所定値以上の車速 

で走行する掘削作業車両のサスペンション装置の制御方法において、 

車速センサの信号に基づき、車速が所定値より小さいときには左右1対のフロン 

トサスペンションシリング間を連通し、また車速が所定値以上のときには1対の 

フロントサスペンションシリング間を遮断することを特徵としている。

かかる構成によれば、装置の第1の構成と同様な作用効果が得られる。

本発明に係る掘削作業車両のサスペンション装置の制御方法の第2の構成は、 

作業現場内を低速度で自走すること及び掘削して積載作業することの少なくとも 

いずれかを行う作業モ_ドと、走行する走行乇ードとを有する掘削作業車両のサ 

スペンション装置の制御方法において、 

掘削して積載作業する作業モードのときには、左右1対のフロントサスペンショ 

ンシリンダ間を連通し、 

車速が所定値以上の走行モ_ドのときには、1対のフロントサスペンションシリ 

ング間を遮断することを特徴としたいる。

かかる構成によれば、装置の第3の構成と同様な作用効果が得られる。

図面の簡単な説明

図1は本発明に係るサスペンション装置のフロントサスペンション装置の制御 

回路図である。

図2人は本発明に係る掘削作業車両のリヤサスペンション装置の左側の説明図 

である。

図28は本発明に係る掘削作業車両のリヤサスペンション相当箇所の他の構成 

例の説明図である。

図3は本発明に係るフロントサスペンション制御のフローチャ-トである〇 

図4は本発明に係るフロントサスペンション制御の他のフローチャートである
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٠

図5は本発明に係るサスペンション装置を適用した掘削作業車両の側面図であ 

る〇

図6は従来の掘削作業車両のフロントサスペンション装置の説明図である。

発明を実施するための最良の形態

本発明の好ましい実施例を添付図面に従って以下に詳述する。

図5に示すように、本実施例では、掘削作業車両の一例としてホイール式油圧 

ショベル5 1 （以下、油圧ショベル5 1という）を使用している。油圧ショベル 

5 1は、下部走行体5 2と上部旋回体5 3とを備え、前方に前輪6、7 ه١ 後方 

には後輪5 5、5 5を有している。上部旋回体5 3には作業機5 6が付設されて 

いる。油圧ショベル5 1は、車両を停止して、車載された作業機5 6により掘削 

、積載等の作業を行うとともに、作業現場内の不整地を低速で走行する。また、 

整地された作業現場内を所定の速度以上で走行するとともに、他の作業現埸へ走 

行する際、所定の速度以上或いは髙速で道路を走行する。油圧ショベル5 1には 

、作業現場間を走行する走行モードMrと、作業現埸内を低速走行し掘削や積込 

み等の作業を行う作業モードMsとのいずれかを選択する、モード選択スイッチ 

21を運転室57に有している。

図1において、フロントサスペンション装置は、左右1対のフロントサスペン 

ションシリンダ2、3と、アキュムレータ4、5と、連通弁12と、モード選択 

スイッチ21と、シフトレバー位置センサ22&と、車速センサ23と、コント 

ーラ等の制御器24とを有する。フロントサスペンションシリング2、3は、下 

部走行体52のシャーシ1と左右の前輪6、7との間に、夫々配設されている。 

アキュムレータ،、5は、フロントサスペンションシリング2、3の車体重量を 

受ける反対側、即ちフロントサスペンションシリング2、3のヘッド側に配設さ 

ている。

連通弁12は、フロントサスペンションシリング2、3を繫ぐ連通路の間で、 
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アキュムレー夕4、5の付設側に配設されている。モード選択スイッチ2 1は運 

転室5 7の運転席の近傍に配置されている。シフトレバー位置センサ2 2 aは、 

運転室5 7の運転席の近傍の変速手段のシフトレバー 2 2に付段されている。車 

速センサ23は前輪6或いは変速機の出力軸に付設されている٠なお、フロント 

サスペンションシリング2、3は、図示において左右対称であるため、図示左側 

を説明し、右側の説明を省略する。

下部走行体52のシャ-シ!佴4には、左フロントサスペンションシリンダ2 （ 

以下、左サスシリンダ2）のロッド端2٨が、一方、前輪6側には、左サスシリ 

ング2のボトム端2 Вが取着けてある。左サスシリンダ2には左の前輪6がアー 

ム8を介して取着されている。左サスシリンダ2のヘッド室2 3は、分岐部1 0 

から分岐する一方管路lOaにより、アキュムレータ4と連通弁1 2とに導かれ 

る。また、ヘッド室2 a،i١分岐部1 0から分岐する他方管路1 〇Ьにより、口 

ック弁（遮断弁）1 6を経てボトム室2bに導かれている。即ち連通弁1 2は、 

左右のアキュムレータ4、 5の間に介在している。

ロック弁1 6は、いわゆるサスロック弁であり、例えばサスペンション機能を 

無くすバネ1 6 aで付勢された閉位置Aと、ロックスイッチ2 6からの信号をソ 

レノイド1 6 bに受けたときにバネ1 6 aの付勢力に抗して移動する開位置Вと 

を有する。ロック弁1 6は、ソレノイド式2ボート2位置切換弁を用いている。 

ロック弁1 6は上記のごとくロックスイッチ26からの信号を受けて作動したが 

-制御器2 4からの信号を受けて作動しても良い。連通弁1 2は、パネ1 2 aÎ 

付勢された閉位置〇と、制御器2 4からの信号をソレノイド'1 2 

にバネ1 2 3の付勢力に抗して移動する開位置٥とを有する。連通弁I 2は、ソ 

レノイド式2ボート2位置切換弁を用いている。

制御装置20は、モード選択スイッチ21、シフトレバー位置センサ223、 

車速センサ23、及び制御器24を備えている。モード選択スイッチ21は、運 

転席の近傍に配設される操作部25に取着され、作業モードMs或いは走行モー 

ドMrのいずれかを選択する。ここで用いる作業モードMsとは、油圧ショベル 
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5 1を停止して、作業機5 6により掘削、積載等の作業を行うこと、及び作業現 

場内の不整地を低速で走行することも含める。また、走行モードMrとは、整地 

された作業現場内を走行する場合、及び他の作業現場へ所定の速度以上或いは高 

速で道路を走行する場合をいう。

シフトレバー 2 2は、中立位置N、D、2速、L · ٠、後進尺等が設けられ、 

オベレータが希望の変速位置を選択する。ここでは、٠及び2速を髙速とし、L 

を低速としている。本実施例の油圧ショベル5 1では、モード選択スイッチ2 1 

が作業モー KMsT١車両を停止して作業機5 6により掘削、積載等の作業を行 

うときには、シフトレバ^22は中立位置Nが選択される。シフトレバー22に 

は、選択された変速位置を検出するシフトレバー位置センサ2 2 3が付設され、 

選択された変速位置を制御器2 4に出力している。前輪6近傍に付設される車速 

センサ2 3は、油圧ショベル5 1の速度を検出している。

制御器24は、運転席近傍に設けられ、モード選択スイッチ21、シフトレバ 

一位置センサ2 2 3及び車速センサ2 3からの信号が入力され、連通弁1 2に出

力している。本実施例では、作業機5 6により掘削、積載等の作業を行う場合な 

ど、サスペンション機能を無くすロックスイッチ26が付設されている。ロック 

7/、，，+ 9 RM 나…、ñ が選択 されるとロック弁16 の受信部 1 6 b に電 

流が供給され開位置8に、切り（OFF）が選択されると閉位置٨になる。

図2٨は、リヤサスペンションの左側のみを示しているが、左右対称であるた 

め、右側の図示を省略している。リヤサスペンションシリング3 1は、従来のザ

スペンションと同一のものを使用している。下部走行体52のシャーシ1側には

、リヤサスペンションシリング31 （以下、リヤサスシリ ング31）のロッド端

3 1 Aが取着され、後輪5 5側には、リヤサスシリング3 1のボトム端318が

後部アクスル3 2に取着されている。後部アクスル3 2には左側の後輪5 5が取

着されている。リヤサスシリング3 1のヘッド室3 1 ٥は、分岐部3 〇を経て、

٠方管路3〇3によりアキュムレータ34に導かれ、また他方管路3 0 bにより

ロック弁（遮断弁）3 6を経てボトム室3 1 bに導かれている。ロック弁3 6は 
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制御器2 4に接続され、制御器2 4からの指令を受けても良い。

図2 0は、車体後部の右側のみを示しているが、左右対称であるため、左側の 

図示を省略している。車体後部の他の構成例では、サスシリング31の代わりに 

剛体3 5を入れ、リジッドサスペンションとしている。剛体3 5は、下部走行体 

52のシャーシ1側と後部アクスル32とを連結している。

上記の構成によれば、リヤサスペンションを剛性を增すことにより、低速の不 

整地走行て左右のフロントサスペンションのストロークに大きく差が生じても、 

東体の後方の剛性の髙いリヤサスシリング3 1により車体を維持するので、車体 

の左右の傾きが抑制される。これにより、車体の左右の傾きが少なくなるととも 

に、フロントサスペンションにより斜面の傾きを吸収できるので安定した走行が 

得られる。また、作業機5 6が付設されている油圧ショベル5 1では、ロック弁 

1 6が開位置であっても、作業機5 6を旋回して剛性の高いリヤサスペンション 

シリング側で掘削作業を行うことにより、高い掘削力をうることができる。また 

、剛体3 5を用いても、同様な効果が得られる。

次に、図3のフローチャー卜により作動にっいて説明する〇ステップ1では、 

作業モー HMS或いは走行モー KMrのいずれであるかを読み込む〇ステップ2 

では、車速センサ2 3により車両の速度を読み込む〇ステップ3では、シフトレ 

バー位置センサ223によりシフトレバー 2 2の位置を読み込む。ステップ4で 

は、選択されたモードが作業モードMsか否かを判定し、否の場合、即ち選択モ 

ードが走行モードMrの場合には、ステップ5に行く。ステップ5では、車両の 

走行速度が所定速度以上か否かを判定し、所定速度（例えは、5Km/H）以上 

の埸合はステップ6に行く。

ステップ6では、制御器2 4は連通弁1 2に信号を出力しない。連通弁1 2は 

バネ12aで付勢された閉位置cとなる。これにより連通回路、即ち図lの管路 

10&と管路113との連通回路は閉じる。これとともに、ロック弁16が開位 

置8でフロントサスペンションの上下が連通する場合には、サスシリンダ2のへ 

ッド室2aとボトム室2bがアキュムレータ4に繫がり、ある程度の剛性を増す 
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とともに、上下の小さいストローク差或いは振動をアキュムレータ4で吸収する 

٥これにより、高速旋回時でも車体のローリング（傾き）か小さくなるとともに 

、高速時の微振動が吸収され、乗り心地、走行安定性か向上する。

ステップ4で、選択モードが作業モードMsの時には、ステップ7に進み、シ 

フトレバー 2 2が中立位置Nか否かを判定する。シフトレバー 2 2が〔ねサ杧リ畐~ 

の場合は、ステップ6へ進む。ステップ6では、作業モ-ド^8で、かつ中立位 

置Nであることにより、制御器2 4は連通弁1 2に信号を出力しない。連通弁1 

2はバネ1 2 &で付勢された閉位置٠となる。これにより、前述と同様に連通回 

路が閉じてフロントサスペンションの剛性が増すので、ロック弁1 6が開位置В 

でも、剛性の高いサスシリング2で掘削作業を行うことにより、高い掘削力をう 

ることができる。

„ 사ーー내٠1、卜치，卜1、4묘٨ ステップ8へ行く。ステップ8では、シ 

フトレバー 2 2が中立位置Nで¾いことにより、制御器2 4は連通弁1 2に信号 

を出力する。連通弁1 2はパネ1 2 3に抗して移動し開位置٥となる。これによ 

り、前述と同様に連通回路が開いて、フロントサスペンションの左右のオシレー 

卜量が大きくなり、低速の不整地走行での乗り心地、走行安定性が向上する。

ステップ5で走行速度が所定速度以下の場合、ステップ8に行く。不整地走行 

時と同様に、連通弁1 2を開位置٥にし、フロントサスペンションの左右のオシ 

レート量を大きくする。ステップ8及びステップ6の後、ステップ1に戻る0

次に、モード別に説明する。

（1）作業モード^8の時

i）車両が掘削作業を行う場合: モード選択スイッチ2 1を作業モー KMS 

にすると、この信号が制御器2 4に入る。制御器2 4は、作業モードMsの信号 

とともに、シフトレバー位置センサ22٥により、シフトレバー22が中立位置 

連通弁1 2に閉じる信号を出力する。車両の停止の判断は、車速 

センサ23の信号がほぼゼロの埸合、或いはا及び、シフトレバー位置センサ2 

2 3が中立位置にある場合に行われる。また、このとき、停止判断時に車速がほ 
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ぽゼロの場合が、或いはシフトレバ-位置センサ22àが中立位置にある場合が 

、所定時間経過したら、車両は停止し、作業をしていると判断しても良い。作業 

機5 6の操作レバ- （図示せず）が操作されているときを検出しても良い。

サスペンション機能を無くすことは、ロックスイッチ26を操作したこ 

ととにより、ロック弁1 6が閉位置人となる。また、サスペンション機能を無く 

すことは、作業モ_ドMsの信号、及びシフトレバー位置センサ2 2 3の信号を 

制御器2 4が検知し、制御器2 4がロック弁1 6を閉位置人にしても良い。これ 

により、前記のようにフロントサスペンションの連通回路は全部閉じて剛性を増 

し、剛性の髙いフロントサスペンションで掘削作業を行うので、高い掘削力が得 

られる。

Ü）車両が低速走行を行う場合: 制御器2 4は、作業モー KMSの信号及び 

シフトレバ-位置センサ2 2 3の信号により、車両が低速走行している場合には 

-連通弁1 2に開信号を出力する。車両の低速走行の判断は、車速センサ2 3の 

信号が所定走行速度（例えば、5 Km/Η）の埸合、或いはシフトレバー位置セ 

ンサ2 2 &が低速速度段位置（1速、2速）にある埸合である。これにより、前 

記のように、連通回路が全部開いて、フロントサスペンションの左右のオシレー 

ト量を大きくするとともに、軟らかいバネ定数になり、低速の不整地走行での乗 

り心地、走行安定性が向上する。

i）車速が所定走行速度以上の埸合: 制御器2 4は、走行モー KMrの信号 

及び車速センサ2 3からの信号により、車両が所定走行速度以上の場合には、連 

通弁1 2に閉信号を出力する。車両の所定走行速度以上の判断は、車速センサ2 

3の信号が所定走行速度以上（例えば、5Km/H以上）の場合、或いはシフト 

レバ_位置センサ2 2 3が高速速度段位置（3速、4速）にある場合である。ま 

た、ロックスイッチ2 6を操作することにより、ロック弁16を開位置Вとすれ 

ば、フロントサスペンションの上下が連通するので、フロントサスペンションの 

ヘッド室2aとボトム室2bはアキュムレータ4に繫がる。これにより、左右の 
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前輪6、 7に加わる振動は夫々アキュムレータ4、 5に吸収され、車両の横剛性 

が髙まって高速時でも安定した走行及び旋回が可能である。

Ü）車速が所定走行速度未満の場合: 制御器2 4は、走行モー KM rの信号 

及び車速センサ2 3からの信号により、車両が所定走行速度未満で走行してして 

いる場合には、連通弁1 2に開く信号を出力する。車両の所定走行速度未満の判 

断は、車速センサ2 3の信号が所定走行速度未満（例えば、5Km/H٠l）の 

場合である。これにより、連通回路が通じて左右のサスシリング2、3のヘット' 

Ж2а١ 33が連通するとともに、フロントサスペンションのヘッ^室23とポ 

トム室2 bも連通するので、左右の前輪6、7のオッシレート量が大きくとれ、 

不整地でも安定した走行が可能である。

次に、図4により他の制御フローにっいて説明する。ステップ1一ステップ3 

ば、図3と同様である。ステップ14でば١車両の走行速度が所定速度未満か否 

か、または、シフトレバーの位置が低速速度段にあるか否かを判定している。判 

定結果、所定速度未満（但し、走行停止状態となる、速度がほぼゼロは除く）及 

び低速速度段のいずれかに該当する場合、ステップ1 5に行く。ステップ1 5で 

は、制御器2 4は連通弁1 2に開信号を出力する。このとき、制御器2 4はロッ 

ク弁1 6に開信号を出力して、開位置8としても良い。これにより、前記のよう 

に、連通回路が全部開いて、フロントサスペンションの左右のオシレート量を大 

きくするとともに、軟らかいバネ定数になり、低速の不整地走行での乗り心地、 

走行安定性が向上する。

ステップ1 4で否の場合、即ち、走行速度が所定速度以上或いはほぼゼロで、 

シフトレバー 2 2が髙速速度段或いは中立位置Nにある場合、ステップ1 6に行 

く。ステップ1 6では、選択モードが作業モ٠ド1^3か否かを判定し、否、即ち 

走行モードMrの場合には、ステップ1 7に行く。ステップ1 7では、車両の走 

行速度が所定速度（例えば、5ΚΠ1/Η）以上か否かを判定する。否の場合、即 

ち、所定速度未満の埸合はステップ1 5に行き、制御器2 4は連通弁1 2に開信 

号を出力する。
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ステップ1 7で走行速度が所定速度以上の場合はステップ1 8に行き、制御器 

2 4は連通弁1 2に閉信号を出力する。このとき、制御器2 4はロック弁1 6に 

閉信号を出力して、閉位置八としても良い。これにより、左右の車輪6、7に加 

わる振動はそれぞれアキュムレー夕4、5により吸収されるようになり、車両の 

横剛性が髙まり、高速時でも安定した走行、旋回が可能である。

ステップ1 6で選択モードが作業モーKMsの場合には、ステップ1 9に行く 

٥ステップ1 9では、車両の走行速度がゼロ又はほぼゼロか否か、または、シフ 

トレバー?. ١٠、۴

れも否の場合、前述のステップ1 5に行く。一方、ステップ1 9で、いずオ1かが 

該当場合、即ち、停止しているか、中立位置^にある場合、前述のステップ1 8 

に行く。

産業上の利用可能性

本発明は、走行時の乗り心地が良く、髙速走行安定性、不整地走破性及び作業 

性に優れる掘削作業車両のサスペンション装置及びその制御方法として有用であ 

る。
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請求の範囲

1 .左右1対のフロントサスペンションシリンダと、前記1対のフロントサスペ 

ンションシリングに接続される左右1対のアキュムレ-タと、前記フロントサス 

ペンションシリンダのホトム室とヘッド室との間の連通路に夫々配設される遮断 

弁と、前記1対のフロントサスペンションシリング間に配設される連通弁とを有 

する掘削作業車両のサスペンション装置において、

車両の車速を検出する車速センサ（23）と、

前記車速センサ（23）の信号に基づき١車速が所定値より小さいときには前記連 

通弁（12）を開として前記1対のフロントサスペンションシリンタ'٠（2.3）間を連通 

し、車速が所定値以上のときには前記連通弁（12）を閉として前記1対のフロント 

サスペンションシリンタ' （2, 3）間を遮断する制御器（24）とを備えることを特徴と 

する掘削作業車両のサスペンション装置。

2.請求の範囲1記載の掘削作業車両のサスペンション装置において、 

前記車両の前後進及び変速機の変速段を選択する変速手段（22）を備え、 

前記制御器（24）は、前記変速手段（22）からの信号が中立位置のときには、前記 

連通弁（12）を閉として前記1対のフロントサスペンションシリンタ'（2,3）間を遮 

断し、中立位置以外の信号のときには、前記連通弁（12）を開として前記1対のフ 

ロントサスペンションシリング（2, 3）間を連通することを特徴とする掘削作業車 

両のサスペンション装置。

3 .左右1対のフロントサスペンションシリンダと、前記1対のフロントサスペ 

ンションシリングに接続される左右1対のアキュムレ-夕と、前記フロントサス 

ペンションシリングのボトム室とへ٠ソド室との間の連通路に夫々配設される遮断 

弁と、前記1対のフロントサスペンションシリング間に配設される連通弁とを有 

する掘削作業車両のサスペンション装置において、
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車両の車速を検出する車速センサ（23）と、

作業現場内を低速度で自走すること及び掘削して積載作業することの少なくと 

もいずれかを行う作業モードと、走行する走行モードとのいずれかを選択するモ 

ード選択スイッチ（21）と、

前記モード選択スイッチ（21）が作業モードのときには前記連通弁（12）を開とし 

て前記1対のフロントサスペンションシリング（2,3）間を連通し、前記モード選 

択スイッチ（21）が走行モードであるとともに車速が所定値以上のときには前記連 

通弁（12）を閉として前記1対のフロントサスペンションシリンタ'（2, 3）間を遮断 

する制御器（24）とを備えることを特徴とする掘削作業車両のサスペンション装置

٥

4.請求の範囲3記載の掘削作業車両のサスペンション装置において、

前記車両の前後進及び変速機の変速段؛選択する変速手段（22）を備え、

前記制御器（24）は、前記変速手段（22）からの信号が中立位置のときには、前記 

連通弁（12）を閉として前記1対のフロントサスペンションシリンタ'（2.3）間を遮 

断し、中立位置以外の信号のときには、前記連通弁（12）を開として前記1対のフ 

ロントサスペンションシリング（2,3）間を連通することを特徴とする掘削作業車 

両のサスペンション装置。

5 .請求の範囲3又は4記載の掘削作業車両のサスペンション装置において、

左右1対のリヤサスペンションシリング（31,31）と、

前記1対のリヤサスペンションシリンダ（31.31）に接続される左右1対のアキ 

ュムレータ（34, 34）と、

前記リヤサスペンションシリング（31.31）のボトム室（31匕31いとヘッド室（3

la,31a）との間の連通路にそれぞれ配設される遮断弁（36,36）とを備え、

前記リヤサスペンションシリング（31,31）用の遮断弁（36.36）は、作業モード 

時又は車速が所定値以上のときには、前記ヘッド室（313,313）と前記ボトム室（3 
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lb,31b）との間を夫々非連通として、車体左右の口-ル剛性を高くすることを特 

徵とする掘削作業車両のサスペンション装置。

6.請求の範囲1~4のいずれかーつに記載の掘削作業車両のサスペンション装 

置において、

車体の後部で、前記車体と後部アクスル（32）とをリジッドに連結する剛体（35. 

35）を備えることを特徴とする掘削作業車両のサスペンション装置。

7 .作業現場内を低速度で自走すること及び掘削して積載作業することの少なく 

ともいずれかを行う作業モードと、走行する走行モードとを備える掘削作業車両 

のサスペンジョン装置において、

左右1対のフロントサスベンジョンシリンタ'（2, 3）と、

前記1対のフロントサスペンションシリンダ（2.3）に接続される左右1対のア 

キュムレータ（4. 5）と、

前記1対のフロントサスペンションシリンタ'（2, 3）間に配設される連通弁（12） 

と、

前記走行モード又は前記作業モードのいずれかを選択するモード選択スイッチ 

（21）と、

車両の車速を検出する車速センサ（23）と、 

前記車両の前後進及び変速機の変速段を選択する変速手段（22）と、 

前記選択された変速段を検出するシフトレバー位置センサ（223）と、

前記モード選択スイッチ（21）が作業モードで、前記車速センサ（23）からの信号 

がほぼゼロ、又は前記シフトレバー位置センサ（22わ からの信号が中立位置のと 

きは、前記連通弁（12）を閉とし、また

前記モード選択スイッチ（21）が作業モ-ド又は走行モードで、前記車速センサ（2

3）からの信号が所定値未満、又は前記シフトレバー位置センサ（22わ からの信号 

が低速速度段のときは、前記連通弁（12）を開とし、また
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前記モ-ド選択スイッチ（21）が走行乇_ドで、前記車速センサ（23）からの信号が 

所定値以上、又は前記シフトレバ-位置センサ（22心 からの信号が高速速度段の 

ときは、前記連通弁（12）を閉とする制御器（24）とを備えることを特徴とする掘削 

作業軍両のサスペンション装置。

8. 請求の範囲7記載の掘削作業車両©サスペンション装置において١

前記1対のフロントサスペンションシリンタ' （2, 3）は夫々、遮断弁（16, 17）を 

有し、

前記遮断弁（16. 17）は、

前記そ-ド選択スイッチ（21）が作業モ-ドで、前記車速センサ（23）からの信号が 

ほぼゼロ、又は前記シフトレパー位置センサ（223）からの信号が中立位置のとき 

に、前記フロントサスペンションシリンタ٠（2, 3）のボトム室（2にзь）とヘッド室 

（2а. За）との間を遮断し、かつ

前記モ-ド選択スイッチ（21）が走行モ-ドで、前記車速センサ（23）からの信号が 

所定値以上、又は前記シフトレバー位置センサ（223）からの信号が中立位置以外 

のときに、前記ボトム室（2٥,3٥）と前記ヘッК1（2а. За）との間を連通すること 

を特徵とする掘削作業車両のサスペンション装置。

9. 作業現場内を低速度となる所定値未満の車速で自走すること及び掘削して積 

載作業することの少なくともいすれかを行うと共に、作業現埸間を所定値以上の 

車速で走行する掘削作業車両のサスペンション装置の制御方法において、

車速センサ（23）の信号に基づき、車速が前記所定値より小さいときには左右1 

対のフロントサスペンションシリング（2,3）間を連通し、また車速が前記所定値 

以上のときには前記1対のフロントサスペンションシリンタ٠（2,3）間を遮断する 

ことを特徵とする掘削作業車両のサスペンション装置の制御方法。

10.作業現場内を低速度で自走すること及び掘削して積載作業することの少な 
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くともいずれかを行う作業モードと、走行する走行モードとを有する掘削作業車 

両のサスペンション装置の制御方法において、

前記掘削して積載作業する作業モードのときには、左右1対のフロントサスペ 

ンシ3ンシリング（2,3）間を連通し、

車速が所定値以上の走行モ-ドのときには、前記1対のフロントサスペンショ 

ンシリング（2,3）間を遮断することを特徴とする掘削作業車両のサスペンション 

装置の制御方法。
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